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「2nd Annual Global Summit on HEMATOLOGIC Malignancies」 

における DFP-10917 並びに DFP-14927 に関する招聘口演のお知らせ 

 

当社代表取締役社長 江島 淸は、2019 年 4 月 18 日から 20 日に Hilton Tokyo Bay Hotel

で開催される「2nd Annual Global Summit on HEMATOLOGIC Malignancies」において、

昨年に引き続き DFP-10917 並びに DFP14927 について招聘口演を行いますので、お知ら

せいたします。 

 

2018 年 4 月から始まりました同会議は、世界各国から血液がんの専門家が東京に集結し、

急性骨髄性白血病を始めとする血液がんの最新治療に関して、3 日間に渡って積極的なディ

スカッションを行うものです。同会議に出席される臨床の専門家より、DFP-10917 の臨床

第Ⅱ相試験における優れた臨床成績に高い関心が集まり、昨年は製薬企業からは当社のみ

が招聘を受け、DFP-10917 の臨床第Ⅲ相試験の見通しについて口演いたしました。 

本年より当社の江島 淸は同会議の Faculty（教授陣）の一員となり、今回は「Module 

Technology for Hematological Cancer」という演題名で、難治性・再発急性骨髄性白血病に

対する DFP-10917 の臨床第Ⅲ相試験の進捗状況に加えまして、本年 1 月に米国食品医薬品

局（FDA）より「臨床試験用の新医薬品（IND）」の承認を得た DFP-14927 の骨髄異形成

症候群（MDS：myelodysplastic syndromes）＊に対する臨床第Ⅰ相試験の見通しについて

口演いたします。 

 

当社は一日も早く血液がん患者の皆様へ治療薬を提供できるよう、DFP-10917 並びに

DFP-14927 の臨床試験を着実に進めて参ります。 

 

＊骨髄異形成症候群について（国立がん研究センター がん情報サービスより引用） 

骨髄異形成症候群（MDS：myelodysplastic syndromes）は、3 種類の血液細胞（赤血球、血小板、白血

球）の大もとになる造血幹細胞に異常が起こった病気です。赤血球、血小板、白血球がそれぞれ成熟する 3

系統の過程に同時に異常が発生する場合だけでなく、まずそれぞれの過程に異常が生じて、次第に 3 系統

へと進行していく場合もあります。1 つの病気ではなく、複数の似たような病気の集まりと捉えられてい

るため、症候群（syndromes）と呼ばれます。 
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